
全日本科学機器展 in 東京 2006 学会連動セミナー 

 第１回 環境問題セミナー 

 ―サステイナブル・テクノロジーへの取り組み― 

 

主催 日本化学会 環境・安全推進委員会 

 

会 期  2006 年 11 月 29 日（水）13 時 00 分～15 時 00 分 

会 場  東京ビックサイト「全科展」会場内 

[交通]ゆりかもめ 国際展示場正門駅 下車徒歩／りんかい線 国際展示場駅 下車徒歩 
募集人員 50 名 
産業革命以降、科学技術はめざましい発展を遂げ、人類は豊かな生活を送ってきた。しかし、豊

かさを支えるためには、資源の大量消費と環境への大きな負荷を余儀なくされている。物質文明

の豊かさと利便性を維持し、安全で安心な生活を確保していくためには、科学技術のさらなる技

術改革が求められている。日本化学会では、美しい地球の安全な環境を守りつつ、豊かな生活を

維持するためのサステイナブル・テクノロジーに対し、化学の立場から種々の取り組みを行って

いる。本セミナーではそのような取り組みの一環を３人の講師により紹介する。 
13:00-13:40 講演 1 安全・安心に貢献する化学センサー 

（慶応義塾大学理工学部 教授）鈴木 孝治 

生活の安全・安心を得るために、さまざまな化学物質や生体物質を測る化学センサーを分子レベルから作

り、環境中の有害物質計測や臨床医療計測に役立てる研究開発について紹介する。 

13:40-14:20 講演 2 新しい材料としてのイオン液体 

  （東京農工大学院共生科学技術研究院 教授）大野 弘幸 

イオン液体は有機物の液体で、ほとんど蒸気圧を持たないため難燃性で、揮発性の溶媒と異なり環境に飛

散することがない。このイオン液体の設計指針、合成法、特性、応用などについて、最新情報と共に紹介す

る。 

14:20-15:00 講演 3 グリーンサステイナブルケミストリ－（GSC）－化学物質のリスク管理への貢献 

（上智大学理工学部 教授）瀬川 幸一 

          ＧＳＣの必要な理由、目指すもの、最近の動向と具体的成功例を紹介し、ついで化学物質のリスク管理の

課題と進むべき方向を考察し、そこで果たすＧＳＣの重要な役割について述べる。 

参加費 本会会員・法人会員：無料（全科展入場料含む）。資料代 2000 円。 

参加申込方法 全科展HP （www.sis-tokyo.jp）にアクセスし、所定の申込用紙に必要事項をご記入のう

え、全科展事務局あてFAXにてお申し込みください。 

申込先・問合先 100-8125東京都千代田区大手町１－７－２ 全科展事務局（フジサンケイ ビジネスア

イ 事業局） 電話03-3273-6182、FAX 03-3241-4999 

http://www.sis-tokyo.jp/

